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多くの知が集い、異なる知の交流と融合をはかるための研究会です。横浜を舞台
にした都市の未来を題材とした思考実験の場です。東京大学 21 世紀 COE プログ
ラム「都市空間の持続的再生学の創出」（京浜臨海部再生研究）がベースとなり、
2007 年に BankART1929 において UDSY 横浜アーバンデザイン研究会を開催しま
した。UDSY では、横浜という現実の都市を相手に、社会や空間を研究し、新しい
環境と空間の視点や計画を議論してきました。今後、UDCY 横浜アーバンデザイン
研究機構としてより幅広い活動を行っていく予定です。

UDSY とは？


